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こんにちは。エー・アンド・デイの森島でございます。

本日はお忙しいところお集まりいただき，誠にありがとうございます。

早速ではございますが，2021年3月期決算説明会を開催させていただきます。

よろしくお願いいたします。
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2021年3月期の業績ハイライトでございます。

売 上 高：484億2400万円 前年同期比 98.4％

前年度を若干下回っております。

営業利益：44億400百万円 前年同期比 119.0％

増益で終えることができ，かつこれは弊社創業以来の最高益でござ

います。

内容について説明いたします。

計測・計量機器事業：製造業全般の稼働率の低下もあり，大変苦戦を強いられ

売上は減少いたしました。

医療・健康機器事業：コロナ禍の健康意識の高まりもあり，増収増益で終える

ことができました。

営業利益増の要因につきましては，数年前から行っております生産性アップ・原
価低減活動の貢献，グローバルに移動ができない等コロナ禍における活動制限に
よるものを含めた経費削減，これらが相まっての結果でございます。
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具体的な数字でございます。

売上高 ：484億2400万円 前年同期比 98.4％

対前年度若干のマイナス

売上原価：267億8700万円 前年同期比 97.7％

売上の落込み以上に原価低減は図られております。

販管費 ：172億3200万円 前年同期比 95.3％

こちらも売上の落込み以上に削減されています。

営業利益：44億0400万円 対前年度比19％増

経常利益：45億6400万円 対前年度比33％増

結果，当期純利益は33億3900万円 対前年度比111.8％増，1株あたり当期純利益
は161円87銭という結果になっております。
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四半期毎の売上と営業利益の推移です。

売上につきましては，毎期，第1四半期の実績から第2四半期，第3四半期，第4四
半期と四半期ごとに増加する傾向がございます。

これは弊社の事業における売上の特徴でございますが，2021年3月期につきまし
ては，ご覧いただけますように第4四半期が過年度と比較して伸びがございませ
んでした。

これは1つには，コロナ禍で大型・高額の案件について，お客様との打合せがな
かなか進まず，商談が非常に遅れ期ズレを起こしたこともあり売上が集中しなか
ったこと，もう1つには，1月から再度緊急事態宣言が発令され，昨年の4月・5月
と同様に，当月受注し当月売上となる製造業の稼働率に比例した商材は1月以降
若干下がったということに起因するものです。

営業利益につきましては，第1四半期から利益が出るように改善に努めており，
2020年3月期に引続き2021年3月期におきましても第1四半期から利益を確保，通
期においては最高益を更新いたしました。
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売上の全体像でございます。

弊社は，医療・健康機器事業と計測・計量機器事業を有しています。

医療・健康機器事業は，家庭向けの健康機器と病院向けの医療機器で構成されて
います。2021年3月期はこの事業の売上が伸び，売上全体の約45％と大きな比重
を占めております。

計測・計量機器事業には，小分類で言いますと計測機器，これは材料試験機，あ
るいは子会社の㈱サム電子機械・㈱ベスト測器で扱っている試験機・分析機器が
ございます。他に，売上高152億円と大きな割合を占める計量機器，弊社として
成長事業に位置付けておりますＤＳＰ機器，これは自動車関係の開発ツールを中
心とした事業でございます。加えて半導体関連，こちらはマスク製造装置に用い
られる電子銃と高圧電源あるいはマスクの検査装置，これらの製品で全体を構成
しています。

一見しますとバラバラな事業内容に見て取られるかと思いますが，各分野「はか
る」という点で一貫しておりますし，そこに使われる基盤技術は共通でございま
す。弊社では，事業の効率性と事業間のシナジー効果を上げて多角化を進めてい
ます。
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次はセグメントの情報でございます。

計測・計量機器事業は前年度比86.7％と大幅な売上減となりましたが，一方で医
療・健康機器事業は117.9％と前年度実績を大幅に上回り，事業環境が顕著に表
れた結果となりました。

売上原価は，計測・計量機器事業では売上の減少以上に原価を低減できました。
医療・健康機器事業でも同じく原価低減を進めてきた結果，売上の増加率を下回
る売上原価の増加率で終えています。

また販管費も同様に，全体では前年度比95.3％，特に医療・健康機器事業では対
前年度比で売上は増加したにも関わらず，販管費は対前年度比91.2％とかなり効
率の良い事業になってきています。

結果，営業利益は，計測・計量機器事業につきましては対前年度比大幅減となり
ましたが，医療・健康機器事業は倍増となりました。



9

売上高と営業利益の2020年3月期(前年度)との比較でございます。

ご覧いただくと一目瞭然，グラフ下部の健康機器と医療機器が増加しております
。

健康機器は，国内では血圧計も体温計も伸びておりますし，海外も，アメリカ・
ロシアを含めたヨーロッパ共に，増加させることができました。病院向けは，前
半，大変苦戦しました。病院は非常に厳しい環境下での稼働を強いられ，新規・
更新に関わらず設備導入が抑制されましたが，下期に入り政府による新型コロナ
の感染拡大防止への経済対策の執行もあり，期中に受注が入るようになりました
。病院向けは血圧計だけでなく計量器も大幅に増加し，結果売上で前年度を上回
ることができました。

計測・計量機器事業は，前年度を大幅に下回る結果となりました。

半導体関連では子会社ホロンの業績が大きく影響しています。ホロンにおいて前
年度は売上が集中した時期となり，全体の基調として，引合いは非常に多く，旺
盛な需要状況ではございますが，期で見ますと前年度と比較し減少いたしました
し，弊社の半導体関連ユニットも前年度実績を若干下回る結果で終わりました。

計量機器は，シェアが比較的高いということもあり，全体の景気変動を受けて対
前年度比減となっております。

営業利益は，これらを顕著に反映して医療・健康機器事業は大幅増，計測・計量
機器事業は大幅な減少で終わっております。
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事業別の動向でございます。

計測・計量機器事業は，全体の需要低迷・設備投資先送りの影響を受けましたが
，全体的に下期から徐々に回復しております。直近3月辺ではかなりのところま
で回復しており，前半，特に4月・5月が如何に大きな落込みだったのかと，あら
ためて感じています。

ＤＳＰ機器は，お客様との打ち合わせができなかったことでの影響を大きく引き
ずっていますが，主要顧客である自動車関係からの受注の内容が，コロナ禍で大
幅に変わってきたという印象がございます。特にアメリカの子会社では，受注の
7割がモーターとバッテリーに関連するもので，ここに急激にシフトしてきてい
ます。建設機械・農機・工機と，EV化に向けての動きが顕著に出ています。これ
に比べると日本の変化スピードは若干遅いと感じていますが，いずれにしても将
来にわたって，特にここ数年は乗用車を中心にEV化はかなり進んでいくとの想定
のもと，弊社の課題の1つとしております。

半導体関連につきましては，弊社の場合は主に検査装置となりますが，当然なが
ら現状の半導体業界の旺盛な設備投資を受けて引合いが非常に増えております。
しかしながら，売上面では設置が進まず苦戦しています。業界全体で，需要はあ
り製品もできたけれどもなかなか設置ができない，この遅れの影響を少なからず
受けています。

医療・健康機器事業につきましては，先程来申し上げておりますとおりでござい
ます。特に欧州・米国の需要が大きく変わってきており，血圧計を含め健康機器
需要は旺盛です。またコロナ禍によるリモートのなか，ICT対応への需要が非常
に増えてきてるというのも1つの動向と見ています。



11

続きまして営業利益増減要因でございます。

増益要因として販売面の影響もありますが，2021年3月期は販管費の削減が大き
く寄与しました。海外ではロックダウンもあり営業も在宅で対応していましたし
，国内も在宅勤務可能な業種・職種は在宅対応でした。各国の政策もあり海外へ
の出張はできず海外渡航費は殆どゼロに近いなど，諸経費は大幅に削減できまし
た。

原価低減につきましては，数年来活動を継続していますが，実績として大きく寄
与しています。

一方，為替の影響はかなり大きく受けています。影響度が一番大きかったのはル
ーブルの下落です。前年度と比較しますと1.7円から1.4円と約2割下落していま
す。

円換算では当然売上減に繋がりますし，利益減にも繋がります。ロシアでの実績
は，現地通貨ベースで見ますと2桁増と大幅増加しています。弊社は，為替の影
響を少なからず受ける会社でございます。
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財務分析でございます。

資産は，現金・預金が増加したこともありますが，何よりホロンが新工場建設の
ための用地を取得したことで大きく増加しています。

一方で負債は殆ど変わらないなかで，純資産が増加しています。

自己資本比率も前期末34.9％から38.4％と上昇しています。
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キャッシュフローです。

営業活動によるキャッシュフローは51億9400万円と前期よりも増加させることが
できました。

投資活動によるキャッシュフローは，先程説明いたしましたホロンの新工場建設
への投資が大半です。

財務活動によるキャッシュフローを見ますと借入は殆ど増減なく，これらの結果
，期末の現金残高は前年度末91億500万円から121億2900万円まで増加いたしまし
た。
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設備投資および減価償却でございます。

2021年3月期は，先程来のホロン新工場建設のため設備投資が大幅に増加したこ
とが過年度との顕著な違いでございます。
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株主還元といたしまして，配当金につきましては過日発表いたしました25円，前
年度より5円増配の予定でございます。
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2022年3月期業績予想でございます。

2021年3月期は，コロナの影響から大幅な売上減ということを発表させていただ
き，期中実態を見据え修正させていただきました。

2022年3月期は，コロナ禍の動向は何となく見えてきていますが，収束までは正
直見えてきていません。弊社は海外に多くの現地法人がございますが，特にイン
ド・ロシアは未だに感染者が増加しています。国内外共にワクチンが感染拡大を
抑止するのでしょうが，それまでの間は経済活動もある程度抑制されるであろう
ことを前提に策定した結果でございます。

売上高につきまして，現在半導体関連の部材，特にCPUの入手が非常に厳しくな
ってきています。6月以降の安定化がなかなか見えず，むしろ長期化の危惧があ
り，家庭向け血圧計については多少抑えた計画としています。一方，計測・計量
機器事業につきましては，徐々に回復するだろうとの想定から全体で500億円の
計画といたしました。

営業利益につきましても，先程のCPUの問題は購入価格上昇も伴うものであり，
売上原価の増加も見込んでの計画でございます。

期中，販売と購買，両面のマーケットを注視し，具体的な施策を確実に打ってい
く必要を感じているところであります。
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2022年3月期業績予想の数字でございます。

売上原価は，先程もご案内いたしましたが2021年3月期比5.3％増で見ています。

生産効率アップによる生産性の改善あるいはグローバル調達でのコスト改善は引
き続き今後も継承してまいりますが，半導体等部材の値上分をどう考えるかとい
うのが大きな問題でした。

加えてもう1つ，今年に入って2月・3月くらいから中国経済の回復に伴って徐々
に元が強くなり始めています。弊社は中国に生産子会社があり，元高も原価増の
要因となります。

販管費はできるだけ抑制してまいりますが，活動制限の緩和等から2021年3月期
比2.1％の増加の計画でございます。

結果，営業利益42億円，経常利益40億2000万円，当期純利益は25億5200万円，１
株あたり当期純利益123円71銭という計画でございます。

なお説明資料にございますとおり，計画にあたっての想定為替レートは，1ドル
105円，1ルーブル1.4円，１元16円といたしました。
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中期経営計画でございます。

中期計画の策定にあたりまして，コロナの影響は，今期はまだ少なからず継続，
来期は国内・海外共に一応は収まり，コロナ後の変化にきちんと対応していく，
これらを前提に，売上高は2023年3月期540億円，2024年3月期575億円の計画とい
たしました。それに伴い営業利益，経常利益および当期純利益につきましても，
共に増加といたしました。
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アフターコロナに向けてということですが，今はまさにウィズコロナです。この
大きな変動のなか，エー・アンド・デイは，経営体質の改善・強化と収益力の強
化に取り組んでいます。

と同時に変動から生じる変化の中にビジネスチャンスを見出し投資していく，こ
の２点を推進しています。

経営体質の改善・強化の一例として，受注から出荷まで一連の業務の効率化が挙
げられます。より一層の効率化に向けた業務改善の推進はIT技術を活用し取り組
んでいます。

もう1点，やはり調達です。今までは生産場所での調達，我々は現調と言ってお
りますが，現地調達を基本としていました。つまり，韓国での生産であれば韓国
での調達比率を高める，中国での生産であれば中国での調達比率を高める，ベト
ナムでの生産であればベトナムでの調達比率を高める，という考え方で調達を行
い一定の成果を上げてきました。しかしここにきて見直しますと，現地調達では
国毎に大きな差が生じてきています。そこで調達の最適化にも取り組んでいます
。現在は，国内生産の製品であっても，ベトナムあるいは中国と，最適なところ
から調達する，かつこれもIT技術を用いながら進めています。

これら経営体質の改善・強化への取組は今期も継続的に行っていきます。

加えて，来年，新しい時代に向けた課題に対しても積極的に挑戦していくという
ことで，次のスライドで説明させていただきます。
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カーボンニュートラルと社会のデジタル化，国も政策に掲げているこの大きな変
化に対して，弊社事業でこの変化に対応し課題解決に貢献できるものとして３つ
掲げています。

まず健康機器事業です。高齢化は世界的に進んでいることから健康機器の需要は
増加が見込まれ，中長期的にも成長事業と位置付けています。弊社は，ICT対応
の通信機能付き製品の拡充と共に，社会的通信インフラの統一と普及に向けて積
極的に参画してまいります。ICT対応への需要増は米国での動きが顕著であり，
この流れは欧州・日本への波及も必至であることから，弊社のICT対応健康機器
の需要を増やしていくための絶好のビジネスチャンスだと捉えています。

2つ目の成長事業として，半導体の検査装置事業に注目しています。ご存じのよ
うに半導体産業は様々な側面で需要が増加しています。自動車メーカー各社もな
かなか入手できないという状況にあり，今後益々の需要増と共に，高性能な半導
体への需要が増すものと見ています。従来の製品に弊社のアナログ技術を付加す
ることで高性能な検査装置の実現が可能であり，今後数年は半導体検査装置事業
を強化・成長させていく所存でございます。

3つ目はＤＳＰ機器事業です。自動車のEV化に代表されるカーボンニュートラル
実現への動きのなか，パワーエレクトロニクス分野が見直され，より効率的なエ
ネルギーコントロールが要求されています。そこでは，計測と制御は避けて通れ
ません。また自動車以外にも，様々なエネルギーが効率的に使われるためのシス
テムと制御機器の要求が予想されます。弊社の計測・制御シミュレーション技術
が自動車産業向けのみならず，今後のカーボンニュートラル実現への変化に対応
し貢献していける，そこにチャンスがあると考えています。

今後もこの3つを中心に成長事業への投資を検討していきます。



23

最後になりますが，私どもの事業は，「はかる」ことを通じて新しい価値の創出
を支援することで産業の発展と健康な生活に貢献することであり，これはまさに
弊社の企業理念そのものでございます。ですから我々が企業理念に基づいた計測
事業，はかる事業を強化することは，取りも直さずSDGsへの取組とも言えます。
ここではSDGsの3番・7番・8番・9番・12番をピックアップしましたが，社内での
具体的な取組事例について紹介させていただきます。

まずは健康経営への取組です。この取組は3年前から行っています。健康機器を
製造販売している会社として健康経営に取り組もうということで社内活動を進め
，本年も健康経営優良法人に認定されました。これは社員が常に健康で仕事をし
やすい環境を構築し，結果として生産性も上がる企業環境を創っていこうという
ことでもございます。

あともう1つ，これは全体から見れば些細なことなのかもしれませが，梱包材料
を全てダンボール化しようという取組です。重量の嵩む製品では振動対策等の観
点からプラスチックで強化した梱包材を使っていました。これを私どもの計測事
業のノウハウで重量や振動に対して，どこがどういう力を受けるのか，これをダ
ンボールでも吸収可能にする梱包設計を新しく導入して，製品がダメージを受け
ない構造にしていくものです。弊社保有の技術を磨き，環境にやさしい素材への
変更を展開することで環境問題への貢献に繋がればと願い活動しています。
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以上，2021年3月期決算説明でございます。

ご清聴ありがとうございました。


